世間で、 人 は それぞれ その ひとの 程度に 応じた 恋愛 

しかしな いもの だとい い 習わして いる。 この場合、 そ 

の ひとの 程度と いう こと はもち ろん 金銭の 多寡 や 地位 

を 意味して いるので ない こと は 明かで ある。 人間 成長 

の 内容 を さしてい るの だが、 友情に ついても それ はい 

える こと だろうと 思う。 ただ 従来、 その ひとの 程度と 

いうと き、 個人的な 限度で、 各人の 天質と か 仁と かい 

う 範囲で だけ 内容 づけら れ ていた もの を、 もっと 社会 

的な 複雑な 要因の 絢い まぜられた ものの 動きと して 感 

じている から、 そういう 実質で かりに 我々 の 程度と い 

う ときには、 睏 人に 及ぼして いる 1 止史の 段階と いう こ 



あると 感じられる。 

自然な 女の 心 持で、 異性の 間の 友情 を 考える と、 ど 

うしても 女 同士の 友情と いう ものが 浮んで 来る 心理の 

必然が、 おのず からこの 感情の 本質的な 機微に ふれて 

いるので はなかろう か。 

恋愛と いう もの は、 この 社会の 歴史の 現実の なかで、 

男と 女と が 相互 的ない きさつで おかれて いる 矛盾 や 対 

立 やにつ いて、 客観的に それ を 把握した 生活 態度が き 

まっていなくても 生じる と 思う。 矛盾 そのものの 発現 

として さえ、 恋愛 は あらわれ 得る。 けれども、 異性の 

間の 友 11 は、 その 輪廓のう ちに 女 は 女と しての、 男 は 



男と しての めいめいの 恋愛の 経緯まで を こめた ものと 

して 感じられ るの だから、 その 点で も 女 同士の 友情と 

性質が ひとしい。 そして、 女が 女と しての 自分た ちの 

ありよう を 客観的に 見て、 そこに 働き かけて ゆく 一定 

の 生活 態度 を もって、 初めて 女 同士の 友情の 可能に 立 

つと おり、 異性の 間の 友情 も、 男と 女と が、 この 現実 

のなかで 置かれて いる 相互の 対立の 意味、 反撥す る 利 

害の 社会的な 意味、 それに 対して 処 して 行く 上での 一 

定の 人生 態度と いう ものが あって、 初めて 友情 を 以て 

互 に 認め 合う 人間 交渉が 生じ て 来る ので ある。 別の 言 

葉で いえば、 A という 女が B とい う 男に 対して と る 態 



度。 B という 男が A という 女に 対してと る 態度。 その 

間に 人生への 態度と して 共感が 生れ、 それ を C という 

感情と すれば、 それが 異性の 間の 友情と 呼ばれる もの 

であろう。 女 は 女と して、 男 は 男と して それぞれに 

はっきりした 生活 態度 を 持って いると いう ことが、 こ 

こで ますます 決定的な 条件と なって くる。 さもな けれ 

ば、 友情と いう 感情 は、 その 本来の 人間的 実質 をう け 

る ことができない。 よく カメラと か 音楽と か、 いわ ゆ 

る 趣味 を 通じて 異性の 間が 結ばれる けれども、 社交性 

と は 違う 友情と いう 点から いえば、 同じ カメラに 対す 

るに しても、 それに 対する 一定の 態度に おいて、 互の 



ら、 歴史 はま だず いぶん 新しい。 日本で はこと にそう 

である。 友情と いう 感情 内容が 何とな し 薄味で あるか 

のように 感じられる 程、 それ は 異性の 間に 社会 感情の 

間で は 若々 しい 芽で ある。 社会的に は 全く 複雑な 要因 

に 立つ 異性の 間の 友情が、 いたるところで 一見 まこと 

に 単純 自然な 花々 を 開かせて いると いう 気持よ い 人間 

的 美観 は、 私たちの 気短 かい 期待で いきなり 明日に 求 

めても 無理で、 個人と 社会との そこに 到ろうと する 着 

実な 一歩 一 歩のう ちに 実現され て 行く 可能な ので ある _ 

〔 一 九 三 九 年 十月〕 
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